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第
6
5
回
　
東
京
尊
商
会
繊
会
　
同
窓
の
緯
開
催

東
京
尊
商
会
会
長

初
参
加
者
の
紹
介
も
あ
り
ま
し

た
。
お
楽
し
み
抽
選
会
で
盛
り
上

が
り
、
お
土
産
と
し
て
全
員
に
「
か

ま
栄
」
の
蒲
鉾
が
配
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
は
恒
例
の
応
援
歌
、
今
年

は
千
住
吉
さ
ん
』
ま
で
歌
い
き
っ

て
3
時
間
に
渡
る
総
会
が
終
了
致

し
ま
し
た
。

末
筆
に
な
り
ま
し
た
が
、
年
会

費
を
収
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
皆

様
に
は
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
長
年
に
渡
り
東
京
尊
商
会
を

支
え
て
い
た
だ
き
、
録
回
目
を
盛

会
に
迎
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
と
共
に
、
ご
参
加
も
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

師
走
の
候
、
故
郷
か
ら
ば
早
々

に
雪
の
便
り
が
届
き
ま
し
た
が
、

皆
様
に
は
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。

去
る
1
0
月
2
9
日
（
土
）
好
天
の

下
、
節
目
に
な
り
ま
す
第
6
5
回
総

会
「
同
窓
の
絆
」
が
9
7
名
の
ご
出

席
を
得
て
、
お
茶
の
水
「
東
京
ガ
ー

デ
ン
パ
レ
ス
」
　
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

ご
来
賓
と
し
て
、
小
樽
本
部
か

ら
会
長
　
大
森
冨
美
男
（
5
1
期
）

様
、
監
事
　
笈
田
裕
俊
（
紳
期
）

様
、
札
幌
尊
商
会
会
長
　
土
田
敏

英
（
仰
期
）
様
、
九
州
尊
商
会
会

長
　
鍋
島
慶
一
（
帥
期
）
様
の
ご

臨
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

総
会
は
小
野
政
審
（
㈱
期
）
副

会
長
の
開
会
の
辞
で
始
ま
り
、
全

員
で
校
歌
斉
唱
、
物
故
会
員
の
皆

様
に
黙
議
を
捧
げ
ま
し
た
。
議
事

は
2
7
年
度
の
活
動
報
告
．
会
計
報

告
、
会
計
監
査
報
告
と
進
行
し
、

会
長
改
選
で
は
2
期
目
も
お
引
き

受
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
役
員
は
じ
め
会
員
の
皆
様
の

ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

議
事
は
滞
り
な
く
終
了
し
、
ご

来
賓
か
ら
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し

た
。
大
森
会
長
は
開
校
後
の
尊
商

会
存
続
が
か
な
り
困
難
で
あ
る
こ

と
、
平
成
5
0
年
か
ら
新
入
生
を
受

け
入
れ
る
新
設
校
は
名
前
が
ま
だ

決
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
の
お

話
で
し
た
が
、
来
期
の
東
京
尊
商

会
総
会
に
は
、
飴
、
0
0
、
軌
期
の

応
援
団
長
（
飽
、
軌
期
は
東
京
尊

商
会
会
員
）
が
勢
ぞ
ろ
い
し
て
正

調
応
援
歌
の
舞
台
を
作
り
た
い
と

の
、
楽
し
い
提
案
も
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
札
幌
尊
商
会
土
田
会
長
に

は
、
当
日
の
お
願
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
軽
妙
な
お
話
に
会
場
が
笑
い

に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
仁
藤
学

校
長
は
公
務
（
修
学
旅
行
の
引
率
）

の
た
め
ご
欠
席
で
し
た
が
「
ビ
デ

オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
で
ご
挨
拶
を
頂

き
ま
し
た
。

懇
親
会
は
、
始
め
て
ご
参
加
の

九
州
尊
商
会
鍋
島
会
長
の
ご
挨

拶
．
乾
杯
で
始
ま
り
、
各
テ
ー
ブ

ル
が
歓
談
に
入
り
ま
し
た
。

館
周
年
記
念
と
し
て
、
ア
ー
カ

イ
ブ
「
懐
か
し
の
東
京
尊
商
会
」
、

在
校
生
の
思
い
が
伝
わ
る
ビ
デ
オ

メ
ッ
セ
ー
ジ
「
母
校
は
永
遠
に
不

滅
で
す
」
が
映
し
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
0
0
期
以
降
の
若
手
が
初

参
加
も
含
め
目
名
の
参
加
が
あ
り

賑
や
か
に
若
や
ぎ
、
遠
路
か
ら
と



、、∴∴∴iiiiilSSSS音　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調　　　　　　　　　i＿llIJ 

臆臆臆患堅 

成規鵡幹「同窓の絆」・Li 
∴†i一言： 　　　一　　　　　骨－ 

予　告／持、、、祝言‾’ 

鼻．虫 ’浩一 ‾i‾‾↓ � �1、吉当年∴相国高言認 
∴　∴吏：　∴ 　●－＿〃一言 

鵜8m　　ヽ看r：， 

重囲蔓 轟 

ありし目の谷津さん（左から4人目）46期同期の方と

2

谷
揮
さ
ん
を
悼
ん
で

相
談
役
　
4
1
期
　
島
久
雄

6
5
周
年
東
京
尊
商
会
「
同
窓
の

絆
」
の
会
開
催
前
日
（
1
0
月
継
目
）

の
夕
方
、
幹
事
長
の
谷
津
忠
之
さ

ん
（
備
期
卒
）
が
亡
く
な
り
ま
し

た
。
奥
様
の
話
で
は
、
亡
く
を
る

直
前
ま
で
総
会
の
心
配
を
し
て
お

り
「
幹
事
の
井
上
君
に
…
…
」
と
、

う
わ
言
を
言
っ
て
い
た
そ
う
で

す。

東
京
尊
商
会
創
設
に
つ
い
て

は
、
憶
測
の
範
囲
で
す
が
、
戦
後

海
外
か
ら
復
員
し
て
き
た
銀
行
出

身
者
が
お
互
い
励
ま
し
あ
う
会
を

つ
く
り
、
関
東
地
区
卒
業
生
約

1
9
0
0
人
、
年
会
費
納
入
者
約

8
0
0
人
、
総
会
出
席
者
2
5
0

～
3
0
0
名
ま
で
の
会
に
発
展
さ

せ
、
北
海
道
内
、
小
樽
の
高
校
で

総
会
出
席
者
が
い
ち
番
多
く
盛
大

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
他
の
高
校

卒
業
生
か
ら
う
ら
や
ま
し
が
れ
た

よ
う
で
す
。

谷
溝
さ
ん
は
6
5
周
年
の
大
半
に

係
わ
り
、
今
日
ま
で
大
き
な
功
績

を
残
し
て
く
れ
ま
し
た
、
昭
和
認

年
に
母
校
・
緑
陵
を
卒
業
後
、
先

輩
で
あ
る
吉
田
社
長
（
1
9
期
卒
）

経
営
す
る
「
日
本
梱
包
資
材
㈱
」

に
入
社
。

吉
田
社
長
は
、
東

京
尊
商
会
設
立
時
か

ら
事
務
局
と
し
て
係

わ
り
、
谷
津
さ
ん
も

入
社
か
ら
社
長
の
お

手
伝
い
を
し
た
緑
で
、

今
日
ま
で
の
長
き
に

会
の
運
営
維
持
に
心

身
を
注
い
て
き
ま
し

た。

今
日
ま
で
の
会
の

長
い
歴
史
の
中
で
浮

き
沈
み
を
見
て
、
陰

で
大
き
な
役
割
を
果

た
し
、
中
で
も
歴
代

の
会
長
人
事
で
は
、

先
輩
諸
氏
へ
の
根
回

し
役
と
し
て
、
7
代

目
古
山
会
長
（
統
期

卒
）
　
の
後
を
引
き
受
け
る
人
が
無

く
総
会
近
づ
く
中
で
、
谷
津
さ
ん

の
判
断
で
当
時
幹
事
長
で
あ
っ
た

私
が
、
谷
溝
さ
ん
の
熱
意
で
引
き

受
け
る
も
の
で
す
。

母
校
が
女
子
高
化
し
て
、
卒
業

生
が
関
東
地
区
に
出
て
こ
な
く
な

り
、
当
番
期
の
総
会
運
営
が
難
し

く
な
っ
て
、
各
期
代
表
の
役
員
で

運
営
す
る
こ
と
に
な
っ
て
か
ら

も
、
谷
溝
さ
ん
は
各
期
の
役
員
へ

の
指
示
を
細
か
い
配
慮
と
粘
り
強

さ
で
調
整
し
て
く
れ
ま
し
た
。

会
の
運
営
に
お
い
て
は
、
年
1

回
の
総
会
だ
け
で
、
会
費
を
納
入

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ
ん

に
、
何
ら
か
の
形
で
現
況
の
報
告

が
出
来
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、

機
関
誌
「
麦
笛
」
を
発
行
、
初
代

編
集
長
に
、
市
川
さ
ん
（
盛
期
卒
）

が
就
任
、
継
承
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
井
上
さ
ん
（
0
0
期
卒
）
　
の

協
力
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
立
ち
上

げ
て
、
会
員
皆
さ
ん
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
輪
を
広
げ
て
い
ま

す

会
の
継
続
の
た
め
「
東
京
尊
商

会
　
総
会
」
と
堅
苦
し
い
会
で
な

く
気
楽
に
参
加
で
き
る
よ
う
な
会

に
し
よ
う
と
、
還
暦
の
0
0
周
年
を

契
機
に
、
こ
の
年
は
東
日
本
大
震

災
の
年
で
『
絆
』
の
大
切
さ
を
取

り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
こ
と
か
ら

『
同
窓
の
絆
』
　
の
会
と
し
て
5
年

目
に
な
り
ま
し
た
。

3
年
後
に
は
、
母
校
が
無
く
な

る
と
の
こ
と
で
、
会
の
存
続
も
考

え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

卒
業
生
が
お
ら
れ
る
間
は
、
会

員
の
　
「
オ
ア
シ
ス
」
　
の
場
と
し
て

先
輩
・
後
輩
が
想
い
出
を
語
り
、

明
日
の
英
気
を
も
ら
い
　
「
同
窓
の

絆
」
　
の
会
と
し
て
、
谷
津
さ
ん
の

遺
志
を
繋
ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
。

初
め
て
東
京
尊
商
会
「
同

窓
の
鮮
」
　
に
参
加
し
て

馳
期
　
　
風
間
義
則

卒
業
し
て
5
0
年
弱
、
何
度
か
総

会
の
お
誘
い
案
内
を
い
た
だ
く
も

の
の
、
そ
の
う
ち
に
と
思
い
つ
つ
、

開
催
日
が
過
ぎ
て
い
る
状
況
で
し

た。
今
回
は
、
偶
然
、
読
売
新
聞
の

夕
刊
に
「
小
樽
商
業
高
校
・
同
窓

の
絆
」
　
開
催
日
時
が
掲
載
あ
り
、

こ
れ
を
拝
見
し
て
、
こ
れ
ま
で
行

き
た
く
て
も
い
け
な
か
っ
た
同
窓

会
に
「
行
っ
て
み
よ
う
！
」
と
決

へい。

当
日
は
こ
れ
が
総
会
で
、
す
べ

て
の
人
が
あ
の
同
じ
地
獄
坂
を
3

年
間
通
っ
た
人
た
ち
か
？
　
こ
ん

な
に
多
く
の
先
輩
が
い
た
の
か
？

と
大
変
驚
く
と
同
時
に
心
強
く

感
じ
、
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。

始
め
は
テ
ー
ブ
ル
の
両
隣
と

は
、
話
題
も
無
か
っ
た
の
で
す
が
、

ア
ル
コ
ー
ル
が
若
干
入
る
と
卒
業

年
度
な
ど
話
が
弾
み
、
田
舎
靴
り

で
は
な
い
が
、
小
樽
を
感
じ
ら
れ

る
に
は
お
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
期
の
若
い
方
が
編
集
し

た
小
樽
商
業
高
校
の
画
像
に
は
、

大
変
懐
か
し
く
、
数
十
年
が
タ
イ

ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う
で
し
た
。

編
集
に
は
大
変
時
間
を
要
し
た
も

の
と
、
関
係
者
の
方
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

卒
業
し
て
、
北
海
道
の
金
融
機

関
に
就
職
、
社
会
の
荒
波
？
　
を

何
と
か
潜
り
抜
け
た
か
と
思
う

と
、
新
た
な
難
題
が
…
…
。

現
在
、
も
と
新
宿
厚
生
年
金
会

館
近
く
で
、
小
さ
い
な
が
ら
も
飲

食
店
「
風
間
（
ひ
ゅ
う
ま
）
」
を

経
営
し
て
い
ま
す
。
総
会
で
先
輩

諸
氏
と
の
名
刺
交
換
で
、
「
勤
務

先
で
近
い
か
ら
、
そ
の
う
ち
に
寄

ら
せ
て
も
ら
い
ま
す
よ
I
L
　
と

言
っ
て
い
た
だ
き
、
2
週
間
後
に

先
輩
が
来
店
し
て
く
れ
ま
し
た
。

飲
む
よ
り
は
、
小
樽
の
昔
話
ば

か
り
で
し
た
が
、
総
会
出
席
の
お

か
げ
で
、
懐
か
し
い
心
地
よ
い
時

間
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た。
来
年
も
ぜ
ひ
出
席
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
総
会
幹
事
役
員
の
皆
様
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

写
真
投
稿
歓
迎

ふ
る
さ
と
小
樽
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
添
え
た
写
真
を
お
送
り
下
さ
い
。
あ
て
先
は
『
麦
笛
』
題
字
下
の
村
井
ま
で
。
メ
ー
ル
投
稿
歓
迎
し
ま
す
。
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L＝＝＿二 　　　〇〇‾　一 一°一°－イ 

札幌から参加の51期田原・中内・大高さん

草庵東京尊商会「同窓の捧」

：別 �した。 �らに �同軸緋 �軍制 融、、1－ 紅 �」 黛 

くま 隔 しな 

ll 

一事 �◆ � � �メ 

「麓I． 　＼ノ ���持主 
」 

串 用161il 蛙 �－ 「京平で 

暮　‾ 

戸部先輩と55期・60期の皆さん

68期・後藤さん・成沢さん／69期・井上さん等の皆さん
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会員の住所変更など、気軽に相談下さい。ご意見大歓迎！
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「耐「／バ ・主＿一一二1 ㍍一 　子 ur‾‾1：－ 

I 高 � ��） ／′：一十） 、一 郎6年日鋼 ，＿＿一二か」ぶ 

左から51期・寮生の石塚さん、中林さん、

森さん。中湧別で

4

4
月
1
8
日

6
月
6
日

6
月
が
日

8
月
2
9
日

1
0
月
3
日

1
0
月
1
7
日

1
2
月
1
2
日

第
1
回
役
員
会
　
（
横
川
電
機
会
議
室
）

第
2
回
役
員
会
（
横
川
電
機
会
議
室
）

尊
商
会
本
部
総
会

第
3
回
役
員
会
　
（
横
川
電
機
会
議
室
・
秋
葉
原
）
、

「
同
窓
の
絆
」
案
内
状
発
送
作
業
『
麦
笛
』
第
2
3
号
発
行

第
4
回
役
員
会
　
（
横
川
電
機
会
議
室
）

東
京
尊
商
会
「
同
窓
の
絆
」
　
（
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
）

第
5
回
役
員
会
　
（
横
川
電
機
会
議
室
）
、

「
同
窓
の
絆
」
報
告
書
発
送
作
業
『
麦
笛
』
第
必
号
発
行

＝
嬉
某
彼
畠
＝

仕
事
の
都
合
で
1
1
月
6
日
札
幌
へ
。

数
日
前
、
例
年
に
な
く
北
海
道
に
早

い
降
雪
で
道
路
の
わ
き
に
雪
だ
ま
り

が
あ
り
別
世
界
で
し
た
。

翌
日
仕
事
を
終
え
、
母
校
・
緑
光

寮
で
一
緒
だ
っ
た
小
林
伸
二
さ
ん
（
埼

玉
県
在
住
）
　
と
一
緒
に
レ
ン
タ
カ
ー

で
一
路
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
へ
、
高
速
道

路
は
旭
川
ま
で
ば
道
路
際
に
雪
が
あ

り
、
過
ぎ
る
と
家
も
少
な
く
山
に
は

雪
。
水
墨
画
の
よ
う
な
風
景
で
、
銀

世
界
。
久
し
ぶ
り
の
思
い
出
深
い
光

景
で
す
。
4
時
半
ご
ろ
か
ら
暗
く
な

り
、
遠
軽
経
由
中
湧
別
6
時
到
着
。

緑
光
寮
で
3
年
間
一
緒
、
東
京
で

も
一
緒
に
過
ご
し
、
就
職
で
そ
れ
ぞ

れ
の
道
に
進
み
、
会
う
機
会
は
少
な

く
、
そ
の
後
「
父
親
の
事
業
を
継
ぐ
、

親
を
看
る
等
等
」
　
の
理
由
で
ユ
ー
タ

ウ
ン
し
、
何
十
年
と
会
う
機
会
な
く
、

小
林
さ
ん
と
は
同
期
の
結
婚
式
以
来

数
十
年
ぶ
り
の
対
面
。
当
日
泊
ま
る

旅
館
近
く
の
す
し
屋
で
待
ち
合
わ

せ
、
地
元
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
の
牡
蝿
、

カ
ニ
、
寿
司
等
海
の
幸
い
っ
ぱ
い
の

歓
迎
を
受
け
、
4
人
で
乾
杯
。
高
校

時
代
の
思
い
出
話
、
寮
生
の
1
年
生

の
級
長
と
そ
の
特
権
で
「
ク
ラ
ス
の

女
子
と
映
画
？
、
喫
茶
甘
堂
へ
」
行
っ

た
と
か
、
初
め
て
聞
く
出
来
事
に
驚

き
、
大
笑
い
。
昔
の
ク
ラ
ス
の
名
前

を
思
い
出
す
の
に
時
間
の
か
か
る
こ

と
。
当
方
は
ク
ラ
ス
会
な
ど
幹
事
の

役
割
で
写
真
を
観
た
り
し
て
い
る
せ

い
か
、
先
輩
の
名
前
は
結
構
憶
え
て

お
り
、
礼
文
島
へ
行
っ
た
時
の
話
、

バ
イ
ク
で
ケ
ガ
し
た
こ
と
な
ど
記
憶

の
薄
く
な
る
こ
と
。
言
い
分
で
は
っ

き
り
さ
せ
る
た
め
、
そ
の
場
で
利
尻

島
出
身
の
小
泉
さ
ん
（
木
古
内
在
住
）

へ
電
話
し
て
、
確
認
す
る
な
ど
、
寮

生
と
話
す
と
す
ぐ
そ
の
時
代
に
タ
イ

ム
ス
リ
ッ
プ
。

寮
の
下
、
朝
日
湯
近
く
の
食
堂

ラ
ー
メ
ン
、
拓
銀
緑
町
支
店
近
く
の

「
お
で
ん
　
は
じ
め
」
、
ラ
ー
メ
ン
の

「
食
道
楽
」
　
な
ど
食
べ
る
話
。
当
時

一
番
の
楽
し
み
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
も
っ
と
勉
強
し
て
お
け
ば
、

簿
記
だ
け
で
も
1
級
だ
け
に
特
化
し

て
い
れ
ば
、
英
語
だ
け
も
っ
と
勉
強

し
て
お
け
ば
と
、
「
た
ら
れ
ば
」
　
で

考
え
る
と
何
か
し
ら
、
楽
し
く
な
る

時
間
で
し
た
。

村
井
健
　
5
1
期


